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但し,Ci(q)は電子格子相互作用の結合定数, e(k)-e(-k),hW-ha7-q,N -q q
N などとし,±の符号は各々フォノンの放出と吸収に対応させてある｡(14)式はダ--q













じ値を与える｡ ≠--の定常での電子のエネルギーの増加分 ((15)式第2項 )は古典的
線型理論で期待されるのと同じ型であるが,γは強い電界依存性を示していて非線型で
ある｡
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